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研究分野：数物系科学 

科研費の分科・細目：数学・幾何学 

キーワード：位相幾何，結び目理論 

 
１．研究計画の概要 

各種の結び目不変量を結び目射影図から得
られる情報により直接評価する方法につい
て，既知の評価式の幾何学的意味を分析する
ことで精度を高めるともに，新たな不変量評
価式を構成する． 

 

２．研究の進捗状況 

当研究の研究形態としては，文献収集，学会
や研究集会や大小のセミナーへの積極的な
参加（聴講および口頭発表），研究者間の活
発な議論（口頭やインターネット）や直接対
面しての研究打ち合わせなどを行った．得ら
れた研究成果は口頭では公表したが，論文で
はまだ出版には至っていない．これは，研究
成果の有用性についての客観的な考察を想
定していた以上に高度なものを要求され，そ
れに関しての研究が難航しているためであ
る．なお，これまでに当研究で得られた成果
は以下の通りである． 

(1) 与えられた絡み目射影図に対して正の絡
み目との間のコボルディズム（二つの絡み目
を繋ぐ 4 次元空間内の曲面）を構成するアル
ゴリズムを改善することにより，ラスムッセ
ンの絡み目不変量やオジュバットとサボー
の結び目不変量のベネカン型評価式の改良
を行った．なお前者は別の手法による類似研
究がこの研究期間内に Lobb により発表され
ている．後者は，不変量の定義を含めて絡み
目への拡張が期待されており，それによって
二つの不変量の相違性およびその幾何学的
意味が明確になることが予想される． 

(2) その応用として，ある特殊な「負の絡み
目」についてのラスムッセン不変量の公式を
導いた．これは，結び目については知られて
いるが一般の絡み目については不明な「ラス

ムッセン不変量の鏡像に関する歪対称性」を
解明する手掛かりとなるはずである． 

 

３．現在までの達成度 

④遅れている 

(理由) 

(1) 上でも述べたように類似研究が発表され
たためにこの研究の有用性の裏付けが当初
の想定以上のレベルで必要になったが，それ
に必要と思われる研究成果の直接的かつ具
体的な応用の提示に難航している． 

(2) 研究対象の結び目不変量の基盤であるコ
バノフホモロジーやフレアホモロジーに関
する研究は，もともと高難度で知られていた
が，近年急速に発展拡大し，国内外の研究成
果の把握に追いつくのが想定以上に難しい
作業となった．しかし研究対象の不変量の幾
何学的考察にはこの作業は不可欠である． 

 

４．今後の研究の推進方策 
大幅な方針変更はせず，これまでの研究を継
続していく．ただし当初の想定より，オジュ
バットとサボーの結び目不変量およびその
定義の絡み目への拡張に関する研究をやや
増やす． 
  
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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